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第3回 
戦火を免れた井上家から発見された2万点余の文書！それは武器の歴史を塗り替えた！ 
講演会：①曾祖父、最後の鉄炮鍛冶、井上関右衛門壽次を語る。井上家当主 井上俊二氏      ②歴史を塗り替えた堺の鉄炮 史談会事務局長 土井健一氏 オプション：鉄炮鍛冶屋敷、井上関右衛門家住宅見学 

第5回 山の辺の道沿いの万葉歌碑と旧蹟 / 2025年９月13日（土） 
山の辺の道に古代の原風景を感じる所に万葉歌碑が建碑されています。今回は歌意だけで
なく建碑に係るエピソードも紹介し、纒向遺跡や檜原神社、相撲神社などを巡ります。 
JR巻向駅前→纒向遺跡→額田王歌碑→相撲神社→檜原神社（元伊勢）→ 井寺池（日本武尊歌碑）→玄賓庵→神武天皇歌碑→狭井神社→大神神社→二の鳥居 

2025年は持統天皇ご生誕1380年を迎えます。天武帝が皇后・持統の病気平癒のために建立した薬師寺で人々が追い求めた命の輝き!そして薬師寺とは何ぞ?を語っていただきます。 
 

⼤阪・兵庫・奈良 歴史街道リレーウォークとは 
「平城遷都1300年祭」を記念して、民間レベルで広域的なネットワーク化を目指し、これに関連する地域の
観光ボランティアガイド団体が連携して大阪・奈良歴史街道リレーウォークが始まりました。2007年9月24日
の第１幕開催から、2024年10月に第7幕を終えたロングランイベントとなっています。 
第8幕のテーマ「わが町の自慢パートⅡ うちの推し！」。大阪・関西万博も開催される中で、注目を集める
ローカルツアーをリレー形式で開催します。三府県にわたる広域な連携のもとに、開催される全１８回の
ウォーク・体験・講演会。地元のガイドとともに、スペシャルなツアーへ皆様をご案内します。 

主  催：大阪・奈良 歴史街道リレーウォーク実行委員会 共催：開催地のボランティア団体 
特別協賛：歴史街道推進協議会 
後  援：大阪府/奈良県/兵庫県西播磨県民局/奈良文化財研究所/堺市/姫路市/葛城市/桜井市/八尾市/平群町 
     大和郡山市/斑鳩町/羽曳野市/天理市/奈良市/高取町/下市町/藤井寺市/五條市/各市町村教育委員会 
     各市町村観光協会/(公財)大阪観光局/(一財)奈良県ビジターズビューロー/(公財）奈良市観光協会 
     (公社)堺観光コンベンション協会/NPO法人維新の魁・天誅組 
協  力：西日本旅客鉄道(株)/近畿日本鉄道(株)/南海電気鉄道(株)/奈良交通(株)/各市町村の諸団体 
事 務 局：〒590-0078 堺市堺区南瓦町2-1 堺市総合福祉会館2F  NPO法人堺観光ボランティア協会内 
     TEL:050-5468-7522 (10時～16時) URL: www.relaywalk.net 

Relay Walk 通過記録   多くの記録スタンプを集めてください。最終回参加時に記念品等が当たります。 
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第4回 忘れられた最初の⼥帝・飯豊皇⼥ / 2025年8月24日（日）  
推古天皇より前の古墳時代、一瞬で散る花火のように鮮烈な業績を残した飯豊皇女をご存じですか？日本史から忘れられた女性、飯豊皇女を関連する旧跡とともにご紹介します。 
講演時間：10時～11時 講師：葛城市歴史博物館 館長 神庭滋氏 11時10分から 角刺神社・飯豊天皇陵 近鉄新庄駅12時00分 

第2回 世界遺産登録第⼀号、姫路城・その城下を巡る / 2025年5月25日（日） 

第6回 聖徳太⼦と物部守屋の古戦場を訪ねる / 2025年10月18日（土） 
八尾市太子堂地区には聖徳太子と物部守屋の戦場跡に大聖勝軍寺があり貴重な尊像や史跡が点在しています。奈良街道沿い植松地区の風情ある街並みや旧植田家住宅も必見です。 
久宝寺遺跡→跡部銅鐸出土地→大聖勝軍寺→守屋池→鏑矢塚→弓代塚→物部守屋墳→ 龍田越奈良街道（渋川道）→植松界隈町並み→渋川神社→安中新田会所跡・旧植田家住宅 

第8回 秀⻑さんゆかりの地を巡る 2025年11月16日（日）
豊臣政権を支えた名補佐役「秀長さん」ゆかりの地と、郡山城跡・城下町（箱本制度）を巡ります。 
大和郡山市市役所南側三の丸緑地→大納言塚→郡山城跡→春岳院→菊屋→箱本館紺屋→ 源九郎稲荷神社→郡山八幡神社→大和郡山市市役所南側三の丸緑地 

第7回 松永久秀と信貴山城 2025年10月25日（土） 
天正5年（1577年）8月17日、突如信長に反旗を翻した久秀は信貴山城に籠る。信長は総大将を嫡子信忠に命じ攻城を図る。落城は同年10月10日。その攻城の道を平群谷の西にそびえる梟雄の居城を目指して歩きます。 
平群駅(平群町総合文化センター)→松永屋敷跡→信貴山城→多宝塔→信貴大橋 


